
令和６年度　第２回ＡＣＰ作業部会議事録　

日時：令和７年１月２９日（水）
午後２時～午後３時１０分
場所：本庁食堂棟　第２６会議室　

１　今年度の取組について
・安城更生病院ではどの職種でも記載できるＡＣＰに関する記録のテンプレートを今年度立ち上げた。令和６年６月の運用開始から延べ５５０件の入力があった。内容を分析して来年度あたりに学会発表ができるといい。テンプレートを印刷して地域側へ渡すことはしていないが、内容を看護サマリに反映するようにしている。
テンプレートの項目：わたしノートの抜粋のような感じ。病気に対しての受け止め方、栄養経路、代理意思決定者など６項目に分かれている。自由記載欄に仕事や人生について細かなことも記載できるようになっている。今までの病状説明やカンファレンス記録の経時記録もできる。
・各病棟や外来から勉強会の依頼やコンサルテーション。
・訪問看護ネットワーク部会として専門職向けのわたしノートの書き方勉強会、福祉まつりで市民にわたしノートの啓発などを行った。ひとり暮らしや生活保護、高齢夫婦の方の支援を考えると民生委員や社協、町内会長などの身近な存在を巻き込んでいく必要性があると感じた。
・西尾市や安城市でいのちの授業として小学生とその保護者に啓発。
・心不全の多職種ワークショップに訪問看護ネットワーク部会の代表として参加する。
・７月３０日に保健福祉部会を対象にわたしノートのシナリオ説明会を実施した。包括・社協の職員がまちかど講座で講師ができることが目的。今年度はまちかど講座が５地区で８回開催された。
・看護部を中心にＡＣＰのプロジェクトチームを発足した。院内の患者支援センター、病棟、外来でどのように関わるかをマニュアル化した。主任会を中心にファシリテーターの養成をして２７名が合格し、１事例ずつＡＣＰの取組を文章化して提出してもらう。ＡＣＰを行ってどうだったかという振り返りを事業所や訪看からフィードバックを受ける。
・退院後訪問を７件行った。退院後訪問に行ける疾患が決まっている。訪問看護と同行することがある。
・１１月に看護協会でＡＣＰの取組を発表した。
・自分自身と事業所の職員がわたしノートを記入した。
・新規の依頼があればアセスメント時にわたしノートを活用する。施設入居時にわたしノートを活用して本人と家族に話を聞けるように社内で取り組んでいる。
・令和６年度４月に介護保険制度の改正があり、厚労省から通知された新しい入院時情報提供書にＡＣＰの項目がかなり入っている。ケアマネット部会で作業部会を立ち上げ、ケアマネジャーや病院に意見をヒアリングし、入院時情報提供書を作成しなおした。
・サービス担当者会議のタイミングでわたしノートの活用を進めている。わたしノートの記入ができたらサルビー見守りネットで情報共有をし、他職種にも確認してもらうようにしている。
・在宅療養支援診療所の要件としてＡＣＰを実践していることというのがある。医師が中心になるというよりは他の職種が中心となり、そこに参加する形になっていると思う。医師に対して要望や意見があれば聞かせてほしい。
・看護学生３年生の医学概論の授業で講義やもしバナゲーム、終末期に関しての意見を聴取したりしている。
・主に在宅の患者で、積極的にＩＣＴを利用してＡＣＰの内容を取り込んでもらえるように関係者にお願いしている。
・令和６年６月の在宅医療連合学会でＩＣＴについて話をした。看取り後のデスカンファをＩＣＴ上で実践することで、振り返りとスキルアップになるのではないか。
・病院から在宅に帰った方が亡くなり、デスカンファをするにあたり在宅側のことがわからず調整が難しい。病院側は患者が最期までどのように過ごしたかわからないのでデスカンファのような機会が年に数回でも行えると良い。
・患者が亡くなったら地域連携室にＦＡＸで報告をしている。
・患者が亡くなった後にサルビー見守りネットに関わった人がそれぞれ書き込みをすることでデスカンファのような形になり自分たちの勉強にもなる。
・ひとり暮らしの方の訪問時にわたしノートを配布している。
・ＩＣＦのケアマネジメント研修でわたしノートの情報を個人因子として活用できるという話があった。
・外部講師を招き、病院スタッフ向けのＡＣＰに関する講演会を企画した。
・看護学生にＡＣＰについてグループディスカッションを交えた授業をした。
・高校の倫理の授業とコラボして高校生向けの意思決定の講師をした。
・身寄りがない方の意思決定について倫理コンサルテーションとしてどう本人の意思を推定するかなどアドバイスしている。

〈まとめ〉
いかにその人の情報をまとめていくかということは少しずつできてきている。それを利用して治療、ケアの決定にどのように活かすかが次のステップ。そのためには医学的なというより文学的な素養や感受性が必要になり、デスカンファや個別の事例を振り返ることが想像力などを養う重要な機会になるのではないか。

２　わたしノートの活用について
・簡易版（イエスかノーで答える、チェックリストなど）を作成してはどうかという意見があった。
・西尾市はエンディングノートとわたしノートをミックスされたようなものがある。延命治療についてがわかりやすくチェックボックスになっている。心臓マッサージや人工呼吸器、点滴、胃瘻どこまでを望むかがチェックになっている。わたしノートだと素人が延命治療について書こうとしても言葉が出てこず物語が作れないので、一般市民ではわかりにくい用語はチェックボックスにしてはどうか。理由を書くところは作る。他は今までと同じように記入形式がいいのではないか。
・活用していて書くボリュームは多いと感じる。全部チェックボックスにしてしまうとその人の人生、物語は見えにくくなってしまう。どうしても全部埋めないとという意識が芽生えてしまう方も多いので少しボリュームを減らせると活用が進むのではないか。
・わたしノートを渡されると宿題のように感じて書き終えると、更新作業がなかなかできていない。そこを誰が促すのかが課題。更新がいる項目とあまりいらない項目がある。もしものときやこれからのことは追加して書けるようにできると良い。

→来年度中にわたしノートの改定について検討していく。他の市町村のものも参考にしたりしながらいいと思ったものを組み込んでいけると良い。

[bookmark: _Hlk189561547]３　ＡＣＰマニュアルの活用について
・新しくできた事業所などはＡＣＰマニュアルの存在を知らない場合があるので周知が必要。
・例えば、架空の事例で記入されたわたしノートを参考にどういう医療をするのか、しないのか、どこで療養するかなどを話し合う研修を行ってもいいと思う。
・研修自体のマニュアルを作成し、各事業所に配布して研修を行ってもらうとより多くの人に広がっていくのではないか。２事例くらいパターン化できると良い。
・ケアマネジャーよりわたしノートの書き方の見本があると良いという声があった。
・もしバナゲームは自分の価値観を言語化するトレーニングになるので有効的だと思う。

４　次年度開催予定
　　・参加者選出について　書式をサルビー見守りネットに掲載する
　　・開催回数　年３回程度を予定
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議事録確認できます。


次回開催日　令和７年５月２８日（水）午後２時～午後３時３０分（仮）
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